
令　和　元　年　度

通　常　総　会　資　料

公益社団法人　九州海事広報協会



　日時　令和元年５月１５日(水)　11時～

　場所　北九州市小倉北区浅野2-14-2

　　　　　　　　　　　　　       　リーガロイヤルホテル小倉

１．開　　　　　会

２．総会の成立確認

３．会　長　挨　拶

４. 来  賓  挨  拶（九州運輸局　次 長）

５. 議　長　選　出

６. 議事録署名者の指名

７．議　　　　　事

　　第１号議案　　　平成３０年度事業報告及び決算の承認に関する件

　（　監　査　報　告　）

　　第２号議案　　　監事辞任に伴う役員選任に関する件

　　そ の 他　　　報告事項　

令和元年度事業計画及び収支予算について　

８．閉　　　　　会

令　和　元　年　度

通　常　総　会　次　第
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第 1号議案 

平 成 30 年 度 事 業 報 告 書 

                自 平成 30 年 4 月  1 日 

            至 平成 31 年 3 月 31 日 

 

 平成 30 年度事業の実施につきましては、九州運輸局をはじめ、関係機関・

関係諸団体並びに関係業界各位の絶大なるご支援をいただき、また、会員の皆

様方のご協力のお蔭をもちまして、公益事業等を実施することができましたの

で、その概要をご報告申し上げます。 

 

Ⅰ．公益目的事業 

 １．体験活動等（公益目的事業の区分４）  

（１）海の教室 ～船との出会い事業～ 

四面環海で海からの恵みを受け、国民生活の基盤を海外との貿易・海

上輸送に依存しているわが国では、海運・造船・港湾などの海洋産業の果

たすべき役割が極めて重要であり、青少年や一般市民のみなさんに海事

産業や海洋について認識を深め、海に対する関心を高めてもらうことが

不可欠です。 

このため、海事関係施設の見学会や船舶を利用した乗船ウォッチング

などの体験型学習会を九州運輸局並びに関係団体等との共催により、次

のとおり実施しました。 

ａ．乗船体験など 

① 7 月 28 日（土）北九州市 一般公募の北九州市民、関係者 465 人 

乗船体験：阪九フェリー（株）「つくし」 

関門海峡クルージング 

主催：海の日・海峡クルージング実行委員会 

② 8 月 2 日（木）佐世保市 中学校教育研究会社会科部会教諭 18 人 

乗船体験：西海沿岸商船(株)れぴーどエクセル、 

佐世保港内の海事産業施設を見学 

主催：九州運輸局佐世保海事事務所 

共催：日本中小型造船工業会 

協力：佐世保市港湾部、西海沿岸商船(株)、 

佐世保重工業(株)佐世保造船所、西九州倉庫(株) 

副教材「海運と船と港の役割」を配付           

③ 8 月 8 日（水）下関市 午前：下関市教育委員会、小学校教諭 23 人 

午後：小中学生と保護者 42 人 

乗船体験：大島商船高専練習船「大島丸」 



- 2 - 

関門海峡体験航海、船内見学 

主催：下関市港湾局 

協力：（一社）日本船主協会、大島商船高等専門学校 

④ 11 月 18 日（日）鹿児島市 鹿児島海洋少年団、一般公募の親子 33 人 

乗船体験：(株)城山ストアー「クイーンズしろやま」 

鹿児島港内見学 

主催：鹿児島海洋少年団 

協力：九州運輸局鹿児島運輸支局 

ｂ．海事産業関連施設の見学会 

  ① 5 月 25 日（土）北九州市 北九州市民 約 2,200 人 

～29 日（火）施設見学：JMETS「銀河丸」 

入港歓迎、シップスクール、船内一般見学等 

       主催：北九州市港湾空港局、（一社）北九州港振興協会 

  ② 7 月 24 日（火）福岡市 小学生と保護者 54 人 

施設見学：阪九フェリー(株)「ひびき」、新門司ﾏﾘｰﾅ 

主催：九州運輸局 

③ 8 月 24 日（金）北九州市 田野浦放課後児童クラブ 29 人 

         施設見学：阪九フェリー（株）「いずみ」 

              門菱港運（株）太刀浦営業所 普通倉庫 

         主催：（公財）日本海事広報協会 

  ④ 8 月 30 日（木）日南市 小学校社会科教諭 13 人 

施設見学：油津港 港湾荷役作業、冷蔵倉庫 

座学 油津港の概要、RORO 船「南王丸」 

主催：九州運輸局宮崎運輸支局 

協力：油津港湾事務所、川崎近海汽船(株)日南事業所 

日本通運(株)日南支店、南郷漁業協同組合 

副教材「海運と船と港の役割」を配付 

  ⑤ 9 月 12 日（水）佐世保市 柚木中学校 2 年生 31 人、教諭 2 人 

施設見学：造船所、佐世保港国際ターミナル 

主催：九州運輸局佐世保海事事務所 

九州地区船員対策連絡協議会 

協力：佐世保重工業(株)佐世保造船所、佐世保市港湾部 

  ⑥ 9 月 25 日（火）下関市 名池小学校 28 人、王江小学校 21 人、 

               豊田中小学校 15 人 

           施設見学：下関港国際ターミナル 

                関釜フェリー(株)「はまゆう」 

           主催：下関市港湾局 
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           協力：（一社）日本船主協会 

  ⑦ 10 月 18 日（木）佐世保市 金比良小学校 17 人、教諭 2 人 

施設見学：造船所、佐世保港国際ターミナル 

崎戸商船(株)「フェリーみしま」 

主催：九州運輸局佐世保海事事務所 

九州地区船員対策連絡協議会 

協力：佐世保重工業(株)佐世保造船所、佐世保市港湾部 

   崎戸商船(株) 

  ⑧ 11 月 1 日（木）下関市 山の田小学校 104 人、 

豊田下小学校 13 人、教諭 5 人 

施設見学：長州出島国際物流ターミナル 

下関港国際ターミナル 

                釜関フェリー(株)「SEONG HEE」 

            主催：下関市港湾局 

協力：（一社）日本船主協会 

  ⑨ 11 月 8 日（木）下関市 関西小学校 26 人 

施設見学：下関港国際ターミナル 

                関釜フェリー(株)「はまゆう」 

           主催：下関市港湾局 

協力：（一社）日本船主協会 

⑩ 平成 31 年 

1 月 30 日（水）長崎市 口之津海上技術学校 31 人 

施設見学： (有)秀工社 過給機工場 

福岡造船(株)長崎工場 

主催：九州運輸局長崎運輸支局 

 

２．海の日、海の月間（公益目的事業の区分８） 

（１）「海の日」・「海の月間」関連行事広報 

九州管内で行われる各種イベントについて、平成 30 年「海の月間」行事

案内を 2,000 部作成し、会員、関係機関、中学校、報道機関に配布、広報を

行った。 

（２）「海の日」における海事功労者の表彰式典 

   平成 30 年「海の日」にあたり、北九州市では 7 月 18 日（水）プレミアホ

テル門司港において、九州運輸局、九州地方整備局、第七管区海上保安本部、

北九州海の日協賛会による海事関係者功労者表彰式が執り行われました。 

  また、管内各地区において実施される「海の日」式典及び諸行事について

各地区の協賛会などと協賛しました。 
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【北九州海の日協賛会】 

○被表彰者（52 名・1 団体） 

   国土交通大臣表彰       3 名 

   海上保安庁長官表彰      1 名 

   九州運輸局長表彰       12 名  

   九州地方整備局長表彰     5 名 

   第七管区海上保安本部長表彰   5 名・1 団体 

   北九州海の日協賛会長表彰     26 名 

【九州運輸局管内（１１地区）運輸局関係の表彰者】 

○ 被表彰者（８２名） 

1 国土交通大臣表彰 １４名 

本局（１）福岡（２） 佐賀（１）長崎（３）佐世保（１） 

熊本（１）鹿児島（１）下関（４） 

2  九州運輸局長表彰 ６８名 

 本局（８）福岡（１６）佐賀（４）長崎（５）佐世保（６） 

熊本（７）大分（５） 宮崎（４） 鹿児島（１０）下関（３） 

 

３．表彰、コンクール（公益目的事業の区分１４） 

（１）第 55 回中学生海の絵画コンクール（九州・山口地区） 

   7 月 4 日（水）審査員 2 名（穴吹（示現会会員）、綿引（新世紀美術協

会会員））により審査を行い、金賞 1 点、銀賞 3 点、銅賞 6 点、佳作 30 点

の入選作品、優秀校 1 校を決定しました。 

   入賞作品は、次の場所で展示会を開催しました。 

  北九州会場 

7 月 16 日（月）～7 月 31 日（火）（金・銀・銅・佳作 40 点） 

門司港レトロ地区 旧門司税関 １F 観覧者数 9,294 人 

   佐世保会場 

8 月 16 日（木）～21 日（火）（佐世保地区の応募作品を展示） 

  佐世保市 佐世保玉屋画廊 観覧者数約 600 人 

    入賞者については、各運輸支局、中学校を通じ、賞状と賞品を贈呈し、

応募者全員に参加賞を送付しました。入賞作品、感想文を当協会会報、 

ホームページで紹介しました。また、入賞作品 40 点が全日本海員組合機

関誌「海員」9 月号に掲載されました。 

 

４．上記の事業区分に該当しない事業（公益目的事業の区分１８） 

（１）海事知識の普及事業 

「海の日」・「海の月間」関連行事やモーターボート競走場などで行われ

ている各種イベント会場を活用して、小中学生を中心とした海事知識普
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及のための資料や海の日グッズなどの配布を行いました。 

モーターボート競走事業とタイアップした、海事知識の普及事業として

「日本の海を愛するパネル展」を(一財)日本モーターボート競走会から

の受託事業として、次のとおり実施しました。 

平成 30 年 6 月 09 日（土）ボートレース下関 GⅠ競帝王決定戦 

平成 30 年 6 月 17 日（日）ボートレースからつ 

桃咲まゆカップ～ほぼ女子戦～ 

平成 30 年 7 月 14 日（土）ボートレース若松 SG 第 23 回ｵｰｼｬﾝｶｯﾌﾟ 

平成 30 年 7 月 22 日（日）ボートレース福岡 海辺のカーニバル 

平成 30 年 7 月 28 日（土）ボートレース大村 GⅢﾏｽﾀｰﾘｰｸﾞ第 4 戦 

平成 30 年 8 月 26 日（日）ボートレース芦屋 ちびっ子カーニバル 

 

Ⅱ．その他事業（相互扶助等の事業） 

 １．他団体との連携事業と海事広報宣伝物等の発行配布 

 （１）他の団体との連携事業 

    海事関係の各種団体と積極的に連携し、次の行事の協賛等を行いまし

た。 

   ア 門司みなと祭 

     平成 30 年 5 月 26 日（土）～27 日（日）門司みなと祭協賛会主催に

より門司区一円で開催され協賛しました。 

   イ 全国ビーチウォーク＆クリーンアップ作戦 

     平成 30 年 7 月 15 日（日）北九州市港湾空港局、(一社)北九州振興協

会（北九州海の日協賛会）が中心となって西海岸地区、レトロ地区で実

施しました。啓発グッズの配布 

     平成 30 年 7 月 29 日（日）南さつま市、教育委員会、南さつま市子

ども会育成連絡協議会による新川海岸（吹上浜）クリーン作戦が実施さ

れました。 

     啓発グッズの提供、配布 

   ウ 関門港ボート天国 

     平成 30 年 7 月 15 日（日）関門港ボート天国推進協議会主催による

ボート天国が開催され協賛しました。 

   エ 2017 ジュニア・シッピング・ジャーナリスト（JSJ）賞入選作品展 

     (公財)日本海事広報協会が主催した 2017JSJ 賞「国土交通大臣賞」

ほか入選作品を 8 月 23 日（木）～27 日（月）門司港の旧大阪商船ビル

２階(20 作品)、9 月 3 日（月）～14 日（金）下関市役所本庁舎新館エ

ントランスロビー（10 作品）を展示しました。また、「日本の海を愛す

るパネル展」を開催した各ボートレース場において、日本海事広報協会

会長賞のパネルを展示しました。 
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   オ フェリーと倉庫の見学、新聞づくり講習会を開催 

     (公財)日本海事広報協会が主催した、新聞づくり教室を 8 月 24 日

（金）に門司港の旧大阪商船で開催。北九州市立田野浦小学校「田野浦

放課後児童クラブ」の皆さんが参加し、阪九フェリー「いずみ」・門菱

港運(株)太刀浦営業所の倉庫見学で見て聞いたことを新聞にまとめ、

JSJ 賞に応募しました。 

（２）海事広報宣伝物等の発行配布 

主な海事広報宣伝物等は次のとおりです。 

1. 九州海事広報協会会報（9 月・1 月の年 2 回発行） 

2. 海上の友（毎月 1 回配布） 

3. 日本の海運 SHIPPING NOW2018-2019 

4. ぼくとわたしのシップガイド 

5. 船のお仕事チェック「船で働く人たち」 

6. 船のお仕事チェック「LNG(液化天然ガス)を運ぶ船」 

7. くらしに必要なものは 

8. ポストカード（ミス海の日、海の日ポスター） 

9. 海運と船と港の役割 

10. DVD「マジで航海しています」１・２ 

11. 内航海運の活動 

12. これが内航海運だ！ 

13. 内航海運 ペーパークラフト 

14. 日本の旅客船 Vol.22、23、24 

15. 九州のフェリーガイド 

16. 国際定期航路で！楽しんでみよう気軽な船旅 

17. 心に響く感動の船旅 クルーズをもっと身近に 

18. マリンチック街道モデルルート（福岡、天草） 

19. ハローフレッシュボートライフ 

     ※ 配布グッズ 

    〇「海の日」うちわ、下敷き、付箋、ノート 

     〇 ボールペン    

 

 Ⅲ．庶務事項 

  １．総 会    

    平成 30 年 5 月 16 日（水）於：北九州市リーガロイヤルホテル小倉 

  （１）平成 29 年度事業報告及び決算の承認に関する件 

（２）任期満了に伴う役員改選に関する件 

（３）その他（報告事項） 

    ア 平成 30 年度事業計画及び収支予算について 
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２．理事会  

（１）平成 30 年 4 月 24 日（火） 【書面による理事・監事全員の同意】 

ア 平成 29 年度事業報告及び決算の承認に関する件 

（２）平成 30 年 5 月 16 日（水）於：北九州市リーガロイヤルホテル小倉  

ア 会長、副会長及び常務理事の選任に関する件 

イ 事業報告等に係る提出書の承認に関する件 

ウ その他（理事会確認事項、代表理事・業務執行理事の職務執行状  

況報告） 

（３）平成 31 年 2 月 20 日（水） 於：北九州市（一財）九州港湾福利厚生協会会議室 

ア 平成 31 年度通常総会招集の決議に関する件 

イ 平成 30 年度事業計画書（案）及び収支予算書（案）の承認に関す

る件 

ウ その他（代表理事・業務執行理事の職務執行状況報告） 

 

３．監 査 

    平成 30 年 4 月 10 日（火） 

     当協会監事による平成 29 年度事業並びに収支状況の監査  

 

４．会議等 

・平成 30 年 04 月 17 日 ボートレース下関海事知識の普及事業打ち合わせ 

・平成 30 年 05 月 18 日 北九州「海の日」表彰式第 1 回打ち合わせ会議 

・平成 30 年 05 月 18 日 「副教材」事業打ち合わせ（下関市教育委員会） 

・平成 30 年 05 月 29 日 ボートレース芦屋海事知識普及事業打ち合わせ 

・平成 30 年 05 月 29 日 北九州海の日協賛会行事担当者会議 

・平成 30 年 05 月 29 日 新聞づくり教室（田野浦放課後児童クラブ） 

・平成 30 年 06 月 05 日 ボートレース若松海事知識の普及事業打ち合わせ 

・平成 30 年 06 月 06 日 北九州海の日協賛会理事・実行委員会合同会議 

            関門海峡クルージング実行委員会・総会 

・平成 30 年 06 月 07 日 関門港ボート天国推進協議会第 1 回作業部会 

・平成 30 年 06 月 11 日 九州クルーズ振興協議会総会（福岡） 

・平成 30 年 06 月 15 日 福岡市海の日協賛会総会（福岡） 

・平成 30 年 06 月 19 日 北九州港港湾整備事業説明会 

・平成 30 年 06 月 20 日 関門港ボート天国推進協議会第 2 回作業部会 

・平成 30 年 06 月 21 日 関門港ボート天国推進協議会総会 

・平成 30 年 06 月 25 日 関門地区海難防止強調運動推進連絡会議 

・平成 30 年 07 月 04 日 第 55 回中学生海の絵画コンクール審査会 

・平成 30 年 07 月 06 日 関門港ボート天国推進協議会第 3 回作業部会 
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 ・平成 30 年 07 月 10 日 殉職船員慰霊祭、海上航行安全祈願（門司港） 

北九州「海の日」表彰式第 2 回打ち合わせ会議 

・平成 30 年 07 月 13 日 苅田港海の日記念式典（苅田町） 

 ・平成 30 年 07 月 18 日 北九州「海の日」表彰式（北九州市） 

 ・平成 30 年 07 月 19 日 福岡市海の日式典及び海事功労者表彰式（福岡市） 

 ・平成 30 年 08 月 02 日  北九州「海の日」表彰式反省会(門司港湾合同庁舎) 

 ・平成 30 年 10 月 30 日  事務所移転作業 

 ・平成 30 年 11 月 01 日 事務所オープン 

 ・平成 30 年 11 月 02 日 北九州海の日協賛会第 2 回理事会及び実行委員会 

 ・平成 30 年 12 月 06 日 洞海港運協会「平成 30 年年納め会」 

 ・平成 30 年 12 月 17 日（一社）北九州港振興協会会報誌第 99 号 

第 1 回編集委員会 

・平成 31 年 01 月 16 日 平成 31 年新年賀詞交歓会（海運・港運関係団体合同） 

 ・平成 31 年 01 月 21 日 港湾セミナー（(一社)北九州港振興協会） 

 ・平成 31 年 01 月 30 日 「副教材の利活用について」下関市教育委員会 

 ・平成 31 年 02 月 26 日 海の仕事へのパスポート事業打ち合わせ(佐伯市) 

 ・平成 31 年 03 月 07 日 「ジュニア・シッピング・ジャーナリスト賞」 

            （公財）日本海事広報協会会長賞 授与 

              下関市立名池小学校 6 年生 瀧口ひかりさん 

 ・平成 31 年 03 月 11 日 「ジュニア・シッピング・ジャーナリスト賞」 

            （公財）日本海事広報協会会長賞 授与 

              九州国際大学付属中学校 新聞部 

 ・平成 31 年 03 月 25 日 （一社）北九州港振興協会会報誌第 99 号 

第 2 回編集委員会 

 

 

 Ⅳ．付属明細書 

平成 30 年度事業報告書には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する

法律施行規則」第 34 条第 3 項に規定する付属明細書「事業報告の内容上補

足する重要な事項」が存在しないので作成していない。 

 



当年度(A) 前年度(B) 増減(A-B) 備　　考
Ⅰ　資産の部
　 １.流動資産

現金 0 0 0
みずほ銀行（普通預金） 451,804 282,133 169,671
北九州銀行（普通預金） 600,230 78,692 521,538

流動資産合計 1,052,034 360,825 691,209

2.固定資産
（1）特定資産
　 退職給付引当預金資産 660,021 440,001 220,020
（2）その他の固定資産　

敷金 0 185,879 -185,879
一括償却資産 82,656 0 82,656 パソコン

固定資産合計 742,677 625,880 116,797
資産合計 1,794,711 986,705 808,006

Ⅱ　負債の部
1.固定負債

退職給付引当金 660,021 440,001 220,020
固定負債合計 660,021 440,001 220,020

負債合計 660,021 440,001 220,020

Ⅲ　正味財産の部
　 1.一般正味財産 1,134,690 546,704 587,986

正味財産合計 1,134,690 546,704 587,986
負債及び正味財産合計 1,794,711 986,705 808,006

（注） 「公益法人会計基準」の運用方針（平成20年4月11日、内閣府公益認定等委員会）を適用して
作成している。

平成３０年度 決算報告書 

（1）貸借対照表

平成30年4月1日から平成31年3月31日まで

科　　　目
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当年度(A) 前年度(B) 増減(A-B) 備　　考
Ⅰ　一般正味財産増減の部　

１．経常増減の部
(1) 経常収益

受取会費 4,320,000 4,460,000 -140,000
正会員 3,750,000 3,840,000 -90,000
賛助会員 570,000 620,000 -50,000

事業収益 7,503,000 7,503,000 0
受託事業収益 7,503,000 7,503,000 0 日本海事広報協会・日本ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ競走会

受取負担金 20,000 20,000 0
受取負担金 20,000 20,000 0

雑収益 44,505 46,530 -2,025
受取利息 21 24 -3
雑収益 44,484 46,506 -2,022 海上の友発送手数料

経常収益計 11,887,505 12,029,530 -142,025
(2) 経常費用

事業費 10,130,432 10,885,132 -754,700
制作費 120,960 122,639 -1,679
イベント開催費 2,686,400 2,670,000 16,400
広報宣伝物費 337,216 14,339 322,877
事務管理費 84,009 120,156 -36,147
表彰費 51,084 44,820 6,264
審査費 45,000 30,000 15,000
諸謝金 0 0 0
臨時嘱託料 0 0 0
給料手当 4,156,130 5,096,824 -940,694
臨時雇賃金 10,000 10,000 0 賞状書代

退職給付費用（引当金繰入） 176,000 176,000 0
福利厚生費 561,112 564,884 -3,772
会議費 4,857 5,801 -944
旅費交通費 231,368 116,316 115,052
通信運搬費 311,037 270,144 40,893
一括償却資産減価償却費 33,062 0 33,062 パソコン

消耗品費 17,116 774 16,342
印刷製本費 83,376 44,820 38,556
光熱水料費 51,153 91,603 -40,450
賃借料 1,161,148 1,500,599 -339,451 バス貸切・用船料・借室料等

雑費 9,404 5,412 3,992
管理費 1,169,087 1,193,433 -24,346

広告宣伝物費 81,604 885 80,719
給料手当 167,200 310,456 -143,256
退職給付費用（引当金繰入） 44,000 44,000 0
福利厚生費 140,278 141,221 -943
会議費 277,405 250,274 27,131 総会・理事会等

旅費交通費 10,812 5,184 5,628
通信運搬費 36,363 30,844 5,519
一括償却資産減価償却費 8,266 0 8,266
消耗品費 4,279 194 4,085
印刷製本費 52,650 64,800 -12,150
光熱水料費 12,788 22,901 -10,113
賃借料 78,524 214,333 -135,809
図書費 0 0 0
交際費 0 0 0
支払助成金 0 0 0
支払負担金 93,000 83,000 10,000 各種会費等

雑費 161,918 25,342 136,576 移転費等

経常費用計 11,299,519 12,078,565 -779,046
当期経常増減額 587,986 -49,035 637,021
２．経常外増減の部

(1) 経常外収益 185,879 0 185,879 敷金戻り収益

経常外収益計 185,879 0 185,879
(2) 経常外費用 185,879 0 185,879 固定資産減損損失

経常外費用計 185,879 0 185,879
当期経常外増減額 0 0 0
当期一般正味財産増減額 587,986 -49,035 637,021
一般正味財産期首残高 546,704 595,739 -49,035
一般正味財産期末残高 1,134,690 546,704 587,986

Ⅱ　指定正味財産増減の部
当期指定正味財産増減額 0
指定正味財産期首残高 0
指定正味財産期末残高 0

Ⅲ　正味財産期末残高 1,134,690 546,704 587,986
（注）

(2)正味財産増減計算書
平成30年4月1日から平成31年3月31日まで    　                                   （単位：円）

科　　　目

「公益法人会計基準」の運用方針（平成20年4月11日、内閣府公益認定等委員会）を適用して作成している。
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1.重要な会計方針　
　（1）引当金の経常基準
　　・退職給付引当金
　　　　　職員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務に基づき、当期末において
　　　　発生していると認められる額を計上している。
　（2）固定資産の減価償却の方法
　　　　　一括償却資産については、直接法による均等償却法で減価償却を実施している。

2.特定資産の増減額及びその残高
　　特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

科　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
特定資産
　　退職給付引当資産 440,001 220,020 0 660,021

合　　計 440,001 220,020 0 660,021

3.特定資産の財源等の内訳
　　特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

科　　目 当期末残高
（うち指定正味財
産からの充当額）

（うち一般正味財
産からの充当額）

（うち負債に対応
する額）

特定資産
　　退職給付引当資産 660,021 （０） （０） (660,021)

合　　計 660,021 （０） （０） (660,021)

4.固定資産の取得価額、原価償却累計額及び当期末残高
科　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高 備　　考

一括償却資産 123,984 41,328 82,656 パソコン

合　　計 123,984 41,328             82,656             

1.特定資産の明細
　特定資産の明細については、財務諸表の注記に記載しているので省略した。

2.引当金の明細
　引当金の明細については、財務諸表の注記に記載しているので省略した。

　(4)財務諸表に対する注記

(5)　附属明細書
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（単位：円）

場　　所 使用目的など 金　　額

（流動資産）

現金 手元保管 運転資金として 0

預金 普通預金

　　みずほ銀行 運転資金として 451,804

　　北九州銀行 運転資金として 600,230

流動資産合計 1,052,034

（固定資産）

　(1)特定資産 退職給付引当預金資産 定期預金 退職金の支払いに

　みずほ銀行 備えたもの 660,021

　(2)その他の

　　　固定資産 敷金 0

一括償却資産 82,656

固定資産合計 742,677

資産合計 1,794,711

（固定負債）

退職給付引当金 従業員に対するもの 退職金の支払いに 660,021

備えたもの

固定負債合計 660,021

負債合計 660,021

正味財産 1,134,690

(6)財産目録

平成31年3月31日現在

貸借対照表科目
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第２号議案

辞任監事 上野 益弘（若松地区海運組合　理事長）

監事候補者 谷 信次郎（若松地区海運組合　副理事長）

任期：令和元年5月15日通常総会～　　

　　　　　　　　　　 令和２年度通常総会終結の時まで

役職名 氏　名 所属団体・役職名
常勤、非
常勤の別

備 考

会　長 小笠原 　朗 関門地区旅客船協会会長 非常勤

副会長 鶴 丸 俊 輔 鶴丸海運株式会社代表取締役社長 〃

〃 牛 山 啓 二 関門港運協会副会長 〃

理　事 内 田 研 一 関門水先区水先人会会長 〃

〃 渡 辺 和 幸 （一社）日本貨物検数協会九州支部長 〃

〃 漢 那 太 作 全日本海員組合九州関門地方支部長 〃

〃 石 井 宏 治 （一社）北九州港振興協会専務理事 〃

〃 辰 元 隆 一 福島海運株式会社代表取締役 〃

〃 山 口 茂 樹 九州地方海運組合連合会専務理事 〃

〃 押 井 和 徳 福岡県倉庫協会事務局長 〃

〃 山 本 一 清 関光汽船株式会社取締役副会長 〃

〃 大 神    肇 （一財）関門海技協会代表理事 〃

〃 小 松 正 徳 佐賀県旅客船協会副会長 〃

〃 大西 英二朗 鹿児島港運協会会長 〃

常務理事 神 﨑 正 郁 （公社）九州海事広報協会事務局長 常勤

監　事 谷 信次郎 若松地区海運組合副理事長 非常勤 新任

〃 山 下　満 （一財）九州港湾福利厚生協会専務理事 〃

監事辞任に伴う役員選任に関する件

役 員 候 補 者 名 簿　(案)（順不同）

　　　　　　　　　                    公益社団法人九州海事広報協会

 役員改選に伴う役員体制につきましては、下記「令和元年度　役員候補者名
簿（案）（令和元年5月15日通常総会～）」によることといたしたい。
 なお、新任役員の任期については、令和２年度通常総会までとします。
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令和元年度 事業計画 

 

当協会の目的である「九州・山口地区において、海の恩恵を始めとする海事思

想の普及宣伝に努め、海事知識の啓発を図るとともに、あわせて海事産業の発展

を期することにより、平和を希求する海洋国家日本の経済社会の維持発展と国

民生活の安定向上に寄与する」ことを目指し、次のとおり事業を実施します。 

令和元年度の当協会の海事広報活動は、公益目的事業として、海の教室、「海

の日」・「海の月間」関連行事広報、中学生海の絵画コンクール、海事知識の啓発

事業を、公益財団法人日本海事広報協会・一般財団法人日本モーターボート競走

会などの関連機関と連携し実施するほか、その他の事業（相互扶助等事業）とし

て、海事関係の各種団体と連携し、海事知識啓発資料やパンフレット・海事広報

宣伝物の配布などの海事広報活動を行います。 

 

Ⅰ．公益目的事業 

１．体験活動等（公益目的事業の事業区分４） 

（１）海の教室 ～船との出会い事業～ 

四面環海で海からの恵みを受け、国民生活の基盤を海外との貿易・海

上輸送に依存している我が国では、海運・造船・港湾などの海洋産業の果

たすべき役割が極めて重要であり、青少年や一般市民のみなさんに海事

産業の重要性を理解してもらい、海に対する関心を高めてもらうことが

必要不可欠です。 

このため、青少年や一般市民のみなさんを対象として、海事関係の各

種団体と連携し、船舶・港湾・倉庫・造船所などの海事関係施設の見学会

や各種船舶の体験乗船会を開催し、特に若い世代の海への理解を深める

とともに、教育現場の理解を得るため、公益財団法人日本海事広報協会か

らの委託事業「船との出会い事業」と連携した海事産業の業務を学ぶ体験

学習会として「海の教室」を九州運輸局との共催により開催します。 

 

２．キャンペーン、海の月間（公益目的事業の事業区分８） 

（１）「海の日」・「海の月間」関連行事広報 

令和元年の「海の日」を迎えるにあたり、「海の日」の意義が国民各層

に深く理解され、定着するよう７月の「海の月間」関連行事を広く一般市

民に広報します。 

公益財団法人日本海事広報協会からの受託事業と連携して「海の日」
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「海の月間」関連行事広報を推進するため、海事関係機関、団体等と協力

し、事業の効果的な推進を図り、広く一般市民に海に関する関心を深めて

もらい、国民の祝日「海の日」の意義（海の恩恵に感謝するとともに、海

洋国日本の繁栄を願う日）を理解してもらうため、周知広報活動を積極的

に展開します。 

（２）「海の日」における海事功労者の表彰式典 

令和元年「海の日」を迎えるにあたり、九州運輸局、運輸支局、海事事

務所管轄各地において行われる海事関係功労者の表彰式典に協力します。 

 

３．表彰、コンクール（公益目的事業の区分１４） 

（１）第５６回中学生海の絵画コンクール 

わが国は海からの恵みを受け、国民生活の安定向上と産業活動の維持

発展の基盤を海外貿易と海上輸送に依存する四面環海の国であり、海運・

造船・港湾などの海事産業の働きは極めて重要です。 

このため、次代を担う九州及び山口各地の中学校の皆さんから「海の

絵画」を募集することによって、海事に関する関心を高めるとともに海事

知識の啓発に寄与することを目的に、九州運輸局、北九州市教育委員会の

後援を得て「中学生海の絵画コンクール」を開催します。 

応募作品は審査会で入選作品４０点を決定し表彰するとともに、入賞

作品を当協会機関紙「九州海事広報協会会報」及び「ホームページ」に掲

載するとともに、旧門司税関において展示します。  

 

４．上記の事業区分に該当しない事業（公益目的事業の事業区分１８） 

（１）海事知識の普及事業 

海事知識の啓発、向上を図るため「海の日」・「海の月間」関連行事や  

ボートレース場等で行われている各種イベント会場などを活用して、小

中学生を中心とした児童向けの海事知識普及のための資料や海の日グッ

ズの配布などを行います。また、一般財団法人日本モーターボート競走会

からの受託事業と連携して、海事知識の啓発普及事業を行います。 

 

Ⅱ．その他事業（相互扶助等の事業）  

１．他団体との連携事業と海事広報宣伝物等の発行配布 

海事関係の各種団体と積極的に連携し、次の行事の共催・協賛・後援等を

行う。 

（１）各地区の海事関係団体が実施する「海の日」・「海の月間」行事等 
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（２）海の日記念式典、海上祈願祭 

（３）その他海事広報活動等 

また、公益財団法人日本海事広報協会をはじめとする、海事関係団体

等で作成されたＤＶＤやパンフレットなどの海事知識普及資料を各種イ

ベント開催の機会などを活用して配布するとともに、会員の皆様と関係

機関等に対し「九州海事広報協会会報」を年２回作成配布し、公益財団法

人日本海事広報協会発行の新聞「海上の友」等の配布を行います。 

              



 平成31年4月1日から令和2年3月31日まで                                  （単位：円）
当年度(A) 前年度(B) 増減(A-B) 備　　考

Ⅰ　一般正味財産増減の部　
１．経常増減の部

(1) 経常収益
受取会費 4,300,000 4,400,000 -100,000

正会員 3,730,000 3,830,000 -100,000
賛助会員 570,000 570,000 0

事業収益 7,647,000 7,503,000 144,000
受託事業収益 7,647,000 7,503,000 144,000 日本海事広報協会/日本ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ競走会

受取負担金 20,000 20,000 0
受取負担金 20,000 20,000 0

雑収益 45,000 47,000 -2,000
受取利息 1,000 1,000 0
雑収益 44,000 46,000 -2,000 海上の友発送手数料

経常収益計 12,012,000 11,970,000 42,000
(2) 経常費用

事業費 10,291,982 10,783,600 -491,618
制作費 105,000 151,000 -46,000
イベント開催費 2,990,000 2,690,000 300,000
広報宣伝物費 99,000 66,200 32,800
事務管理費 142,000 68,000 74,000
表彰費 52,000 45,000 7,000
審査費 30,000 30,000 0
諸謝金 0 20,000 -20,000
臨時嘱託料 0 0 0
給料手当 3,964,000 5,128,000 -1,164,000 臨時職員減
臨時雇賃金 45,000 45,000 0 賞状書代等
退職給付費用（引当金繰入） 176,000 176,000 0
福利厚生費 572,800 568,000 4,800
会議費 7,000 7,000 0
旅費交通費 275,800 128,000 147,800 海の教室実施旅費
通信運搬費 290,200 235,600 54,600
一括償却資産減価償却費 33,062 0 33,062
消耗品費 128,000 48,000 80,000
印刷製本費 46,000 30,000 16,000
光熱水料費 0 52,000 -52,000
賃借料 1,313,120 1,287,800 25,320 海の教室バス賃借料など
雑費 23,000 8,000 15,000

管理費 1,130,246 1,217,400 -87,154
広報宣伝物費 22,000 800 21,200
給料手当 276,000 332,000 -56,000
退職給付費用（引当金繰入） 44,000 44,000 0
福利厚生費 143,200 142,000 1,200
会議費 297,000 250,000 47,000 総会・理事会等
旅費交通費 13,200 13,000 200
通信運搬費 34,800 34,400 400
一括償却資産減価償却費 8,266 0 8,266
消耗品費 32,000 12,000 20,000
印刷製本費 130,000 100,000 30,000
光熱水料費 0 13,000 -13,000
賃借料 15,780 160,200 -144,420
図書費 0 0 0
交際費 0 0 0
支払助成金 0 0 0
支払負担金 88,000 90,000 -2,000
雑費 26,000 26,000 0

経常費用計 11,422,228 12,001,000 -578,772
当期経常増減額 589,772 -31,000 620,772
２．経常外増減の部

(1) 経常外収益 0 185000 -185,000 返還敷金
経常外収益計 0 185000 -185,000

(2) 経常外費用 0 335000 -335,000 敷金戻入、事務所移転費
経常外費用計 0 335000 -335,000

当期経常外増減額 0 -150000 150,000
当期一般正味財産増減額 589,772 -181,000 770,772
一般正味財産期首残高 1,820,697 574,694 1,246,003
一般正味財産期末残高 2,410,469 393,694 2,016,775

Ⅱ　指定正味財産増減の部
当期指定正味財産増減額 0 0 0
指定正味財産期首残高 0 0 0
指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 2,410,469 393,694 2,016,775
（注）

令和元年度　収支予算書

(1)収支(損益）予算書

科　　　目

収支予算書は公益法人会計基準の範囲から除かれているが、公益社団法人については、作成及び保存が義
務付けられており、損益計算ベースで作成する必要がある。
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,0

00
33

,0
00

13
9,

20
0

29
0,
20
0

29
0,
20
0

一
括

償
却

資
産

減
価

償
却

費
33

,0
62

33
,0
62

33
,0
62

消
耗

品
費

12
8,

00
0

12
8,
00
0

12
8,
00
0

印
刷

製
本

費
2
6
,0

0
0

20
,0

00
46
,0
00

46
,0
00

光
熱

水
料

費
0

0
賃
借

料
1
,0

0
0
,0

0
0

10
0,

00
0

15
0,

00
0

63
,1
20

1,
31
3,
12
0

1,
31
3,
12
0

雑
費

2
0
,0

0
0

3
,0

00
23
,0
00

23
,0
00

（
2）

収
支
（
損
益
）
予
算
書
内
訳
表

平
成
31

年
4月

1日
か
ら
令
和
2年

3月
31

日
ま
で

科
　

　
目

公
 益

 目
 的

 事
 業

 会
 計

法
人

会
計

合
　

　
計
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海
の
教
室

海
の
絵
画

海
の
月
間

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

共
通

小
計

管
理

費
1
,
1
3
0
,
2
4
6

1
,
1
3
0
,
2
4
6

広
報

宣
伝

物
費

22
,0
00

22
,0
00

給
料

手
当

27
6,
00
0

27
6,
00
0

退
職

給
付
費
用
（
引
当
金
繰
入
）

44
,0
00

44
,0
00

福
利

厚
生

費
14
3,
20
0

14
3,
20
0

会
議

費
29
7,
00
0

29
7,
00
0

旅
費

交
通

費
13
,2
00

13
,2
00

通
信

運
搬

費
34
,8
00

34
,8
00

一
括

償
却

資
産

減
価

償
却

費
8,
26
6

8,
26
6

消
耗

品
費

32
,0
00

32
,0
00

印
刷

製
本

費
13
0,
00
0

13
0,
00
0

光
熱

水
料

費
0

0
賃
借

料
15
,7
80

15
,7
80

図
書

費
0

0
交
際

費
0

0
支
払

助
成

金
0

0
支
払

負
担

金
88
,0
00

88
,0
00

雑
費

26
,0
00

26
,0
00

経
常

費
用

計
1
,
9
4
2
,
0
0
0

2
8
8
,
0
0
0

3
0
5
,
0
0
0

5
,
4
0
0
,
0
0
0

2
,
3
5
6
,
9
8
2

1
0
,
2
9
1
,
9
8
2

1
,
1
3
0
,
2
4
6

1
1
,
4
2
2
,
2
2
8

当
期

経
常

増
減

額
0

-
2
88

,0
00

0
0

98
,0
18

-1
89
,9
82

77
9,
75
4

58
9,
77
2

２
．

経
常

外
増

減
の

部
(1

)
　

経
常
外

収
益

経
常

外
収

益
計

(2
)
　

経
常
外

費
用

経
常

外
費

用
計

当
期

経
常

外
増

減
額

他
会

計
振

替
額

当
期

一
般

正
味

財
産

増
減

額
5
8
9
,
7
7
2

一
般

正
味

財
産

期
首

残
高

1
,
8
2
0
,
6
9
7

一
般

正
味

財
産

期
末

残
高

2
,
4
1
0
,
4
6
9

Ⅱ
　

指
定

正
味
財

産
増

減
の

部
当

期
指

定
正

味
財

産
増

減
額

指
定

正
味

財
産

期
首

残
高

指
定

正
味

財
産

期
末

残
高

Ⅲ
　

正
味

財
産

期
末

残
高

2
,
4
1
0
,
4
6
9

（
注

）

科
　

　
目

公
 益

 目
 的

 事
 業

 会
 計

法
人

会
計

合
　

　
計

１
．

「
公
益
法
人
会
計
基
準
」
の
運
用
指
針
(平

成
20
年
4月

11
日
、
内
閣
府
公
益
認
定
等
委
員
会
）
を
適
用
し
て
準
拠
し
作
成
し
て
い
る
。

２
．

経
常
収
益
の
う
ち
、
受
取
会
費
(正

会
員
会
費
）
は
、
公
益
目
的
事
業
会
計
と
法
人
会
計
で
折
半
し
て
い
る
。

３
．

管
理
費
の
う
ち
、
広
報
宣
伝
物
費
、
給
料
手
当
・
退
職
給
付
費
用
・
福
利
厚
生
費
・
旅
費
交
通
費
・
通
信
運
搬
費
・
一
括
償
却
資
産
減
価
償
却
費
・
消
耗
品
費
・
光
熱
水
料
費
・
賃
借
料

　
　

の
80
％
を
事
業
費
に
按
分
し
て
い
る
。
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会員異動状況表 

（令和元年５月１５日現在） 

              

                  

 

１. 入会  

   新規入会者はありませんでした。 

 

２. 退会 （３会員）  

   吉田郁子     様 

   小木戸太一    様 

   (株)バンテック  様 

   

 

３. 会員数   

 

  平成３１年２月２０日現在   ２００名 

          （ 正会員   １８７名 ） 

          （ 賛助会員   １３名 ） 

 

  平成３１年５月１５日現在   １９７名 

          （ 正会員   １８４名 ） 

          （ 賛助会員   １３名 ） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 


